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1． はじめに 

 
地盤工学会は，地盤工学に携わる女性技術者の増加を

目指し，男女共同参画・ダイバーシティの推進に力を入

れている。その活動の一環として，男女共同参画・ダイ

バーシティ委員会の浅田素之委員(清水建設)，山口恵美

委員(関東学院大学)，そして筆者の 3 名が，2011 年 8 月

18 日，「女子中高生夏の学校 2011～科学・技術者のたま

ごたちへ～ Part1：今，私たちにできること」1)(以下，「夏

学」)に参加した。 
「夏学」は，女子中高生とその保護者・教員が，理工

学系の学会や大学，企業が提供する実験やポスターセッ

ションなどを通じて，理系進路選択の魅力を知るための

催しである。2005 年度より毎年，国立女性教育会館にて

2 泊 3 日のスケジュールで開催されてきたが，今年は，

東日本大震災の影響で，いったんは開催が見送られた。

しかし，過去の「夏学」を卒業し，理工系大学・大学院

に進学した女子学生達の「今だからこそ開催したい」と

いう熱意の元，岡村美好氏(「夏学」実行委員長，土木学

会教育企画・人材育成委員会ダイバーシティ推進小委員

会委員長)の発案で，土木学会講堂にて日帰りの開催とな

った。 
 

2． 参加内容 
 

地盤工学会は，2009 年度から引き続き 3 回目の参加

である。山口委員が，キャリア講演「ちょっと先輩たち

からのメッセージ」で地盤工学の魅力について講演する

とともに，土木学会・地盤工学会共同ポスターブースに

てキャリア相談やデモ実験，展示，資料配付を行った。

我々のブースで特に好評だったのは，手回し式携帯振動

台「手回しぶるる」，木造住宅倒壊模型「ピノキオぶるる」，

H23 東北地方太平洋沖地震災害写真集，山口委員作成の

一般市民向け液状化解説リーフレットである。貴重な災

害写真集を提供くださった基礎地盤コンサルタンツ(株)，
そして，我々の企画に深い理解を示し，2009 年度の「夏

学」に引き続き，「ぶるるシリーズ」を無償で貸し出し，

説明員を派遣して下さった応用地震計測(株)に，この場

を借りてお礼申し上げたい。 
東日本大震災を受け，地震や地震災害への関心が高い

参加者が多く，我々のブースにはたくさんの人が訪れた。

女子中高生からは，『液状化ってどうして起こるの？ ど
うすれば防げるの？』『地盤の危ないところはどうしたら

わかるの？』『危ない地盤の情報はどこで手にはいる

の？』等，素朴で鋭い質問が寄せられた。毎年「夏学」

に参加する度に，専門知識のない人々に地盤工学を分か

り易く伝えることの難しさを痛感する次第である。 
 
3． 今後に向けて 

 
「夏学」に参加した3年間を通し，数多くの女子中高生

と交流したが，地盤工学の認知度は非常に低い。我々は

，一般の人々や，将来を担う子供達に対し，地盤工学の

必要性と魅力を伝える努力をするべきであろう。当委員

会では，今後もこのような催しに積極的に参加する予定

である。是非，会員の方々の理解と協力を仰ぎたく，「夏

学」に貸し出し可能な模型や実験装置，あるいは，中高

生に地盤工学の魅力を伝える良いアイディア等がありま

したら，当委員会にご一報願いたい。 
参  考 

1)女子中高生夏の学校2011開催概要 
http://committees.jsce.or.jp/education03/natsugaku2011 
 

写真－1 中高生に説明する浅田委員 写真－2 大好評だった「ピノキオぶるる」 






